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1. はじめに

ZMPC2012（International Symposium on Zeolites

and MicroPorous Crystals 2012）は，2012年7月28

日（土）から8月1日（水）まで広島市のアステー

ルプラザにおいて開催された。佐野委員長（広大）

のもと，角田（旭化成ケミカル，副委員長），犬丸

（広大，総務），近江（岐大，財務），片田（鳥取大，

プログラム），前田（東農工大，プログラム）をコ

アメンバーとして，2009年春より準備を開始した。

最終的には58名の国内組織委員会，56名のInter-

national Advisory Board（IAB）を組織して，学会

の準備を進めた。また，井上科学学術振興財団，泉

科学技術振興財団，日本化学会中国四国支部より援

助を，16学協会より協賛を頂いた。詳細はホーム

ページ（http://www.zmpc.org/）を参照されたい。

経済状況が悪化しているなか，参加者が集まるか

など心配したが，何とか無事，学会を終了し，11

月の理事会・総会で報告することで，我々の任務は

完了する予定である。ここでは，反省や今後の課題

を含めて，ZMPC2012の概要を報告する。なお諸

氏による学会参加報告も本号に掲載されているの

で，あわせてそちらも参照されたい。

ZMPCはゼオライト学会が主催する国際会議で

ある。記念すべき第 1回は CMPC（Chemistry of

MicroPorous Crystals）1990として東京で開催され

た。これまで ZMPC1993（名古屋），ZMPC1997

（東京），ZMPC2000（仙台），ZMPC2006（米子），

ZMPC2009（早稲田）とSARSの影響で中止をした

2003年をのぞき，ほぼ3年ごとに開催されてきてお

り，今回はその第7回となった。最近では，国際ゼ

オライト学会が主催するIZC，欧州ゼオライト連合

が主催するFEZA，我々が主催するZMPCがそれ

ぞれ3年ごとに，重ならない年に開催されている。

諸先輩のご尽力により，ZMPCは世界の関係者か

ら主要なゼオライト国際会議として高い評価をいた

だいている。

2. 発表・参加募集

準備を進めるなか，東日本大震災，原発の問題，

ヨーロッパの経済不安，円高ユーロ安などさまざま

な要因が重なり合い，発表者・参加者の減少を憂慮

せざるを得なくなった。そのため，参加を促すよう

に宣伝活動に力を入れ，また参加していただくには

参加費をどれぐらいにしたらよいかを最後までコア

メンバーで議論した。基調および招待講演者を含む

参加者総数も過去最大の 464名（うち国内273，海
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表1 国別参加者数
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Tokyo Institute of Technology,
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Takashi TatsumiPL-2
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for the synthesis of zeolites with
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plications

Universidad Politécnica de Valencia,
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Avelino CormaPL-1

題目所属，国講師

UOP, USAGregory J. LewisKN-17

表2 招待講演のリスト
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Layered zeolites: a platform for design-
ing efficient catalysts



外から 29カ国 191；招待 23，会員 157，一般 127，

学生 146，同伴 11）となった。ちなみに前回の

ZMPC2009の参加者は387名（国内236，海外 151）

であった。参加国別の構成を表1に示す。組織委員

および IABメンバーより推薦をいただき，これを

もとに，最終的にPlenary Lecture（PL）6件（うち

日本2件），Keynote Lecture（KN）17件（うち日本

4件）を決定した。表2に一覧を示す。

印刷物としてはFirst Circular/Call for Papersの

みを3,000 部作成し，これを国内外の学会等で配布

することとし，並行してホームページと電子メール

を使って発表・参加を募った。その結果，最終的な

発表数は，基調講演（6件），招待講演（17件），口

頭発表（95件）およびポスター & RRR発表（229

件），計 347件となり，前回の教訓を活かし当日

キャンセルは大幅に改善された。分野別発表件数を

図1に示す。発表分野の構成は，前回とほぼ同じで

あった。

3. 学会準備

学会の運営に際しては，前回と同様に日本旅行と

契約し，発表・参加申込みの受付も同社のシステム

を利用した。しかし，本システムでAbstractの審

査などすべての作業を同システムで行おうとした

が，プログラム委員会の思惑通りには働かず，思っ

たより作業に手間取った。会場は，当初広島市国際

会議場を想定していたが予算的に折り合わず，ホテ

ルなどさまざまな会場を検討した結果，アステール

プラザで実施することとなった。参加者の導線を検

討し，同一フロアーにA会場，B会場，C会場が設

営できるようにした。組織委員会の手違いでA会

場を7月28日の夕刻からしか借りていなく，急遽B

会場でレジストレーションを行ったので参加者にご

不便をかけたが，それを現地スタッフや学生アルバ

イトの奮闘により大きな混乱なく進行することがで

きた。前回と同様に，学会参加者にスタッフだとわ

かりやすくするために，学会のTシャツを作製し，

学生アルバイトにはこれを着用してもらうこととし

た。

日程は，毎年8月6日に開催される原爆記念式典

の準備も考慮し，Welcome partyを7月28日に開催

し，7月29日からを8月1日の計 5日間とした。そ

の日程のなかで，従来と同じ，口頭発表時間は質疑

を含めて20分，KNは30分，PLは55分とした。プ

ログラム委員会は熟慮のうえ，なるべく口頭発表の

数が多くなるように，また他の会場と休憩時間がな

るべく合うように参加者が会場の移動がスムーズに

できるようにプログラムを組んだ。前回よりも1日

短いこともあり，ポスター発表を2回で十分議論で

きるように時間を取り，参加者がスムーズにポス

ター発表を見て，議論できるように配置も工夫した

（図2, 3）。

前回と同様に，Book of Abstractsのみを印刷・

製本し，参加登録者に配布し，Extended Abstract

はUSBメモリーに保存して提供した。またカン

ファレンスバッグは，2009年で評判がよかった同

じデザインで色違いのものを選んだ。

Social Program

学会2日目のポスター発表後，エクスカーション

を実施した。クルージング，厳島神社ということ

で，天候を心配したが，当日晴天で安堵した。ま

た，バス8台を使って，会場から広島港までの送迎

がスムーズに行えるか，宮島での移動にどれぐらい

かかるか，就航時間が遅いと厳島神社を見学するこ

とが可能か，通訳をどのように配置するか，些細な

ことまで日本旅行と現場スタッフが何度も打合せを

して計画を立てていただいたおかげで，当日は問題

が発生せずスムーズに進行した。また，プリンスホ

テルでの会食は，参加者からバンケットみたいだと

言われるほど，満足していただけたと思う。緻密な

計画を立てて頂いた，日本旅行および現地スタッ

フ，当日の学生アルバイトには紙面を借りて感謝す

る（図4）。

学会3日目の夜にANAクラウンホテルにおいて
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図1 発表の分野別構成
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図2 開会式の時の写真

図3 Avelino Corma教授のPlenaryレクチャーおよびポスター発表の様子



バンケットを実施した。犬丸（広島大）の司会のも

と，最初に Jiří Čejka先生に挨拶いただき，次に辰

巳先生（東京工業大学）の乾杯で開宴となった。ア

トラクションとして，ヤマタノオロチの神話を基に

した神楽の上演があるなど，和やかな雰囲気の楽し

い宴となった。バンケットと同じ時間帯にバンケッ

トを申し込んでいない学生参加者とアルバイト学生

のための懇親交流会をお好み屋で開催した（図 5,

6）。

昼食はチケットを事前に配布し，学会2〜4日目

にブッフェレストラン フォーシーズンで提供した。

提供初日はレストランも大量の方が一度に来られ，

料理の配膳，人の配置などで参加者にご迷惑をおか

けした。翌日からは改善され，スムーズに昼食を取

れたのではないかと思う。なお，今回は本会の実施

にあたり，会場の手配，大会2日目広島県観光大使

の派遣，同伴プログラム（茶会）など大会のさまざ

まな場面でご助言およびお手伝いしていただいた広

島県コンベンションビューローおよび下岡様には大

変感謝する。

プレ・シンポジウム

プレは京都（オーガナイザー：大久保達也先生）

で実施した。ゼオライト合成に関する一流の研究者

の講演があり，70名の参加で活発な発表・議論が

繰り広げられたと報告をいただいている。

財務について

予算を組む段階で見込まれたのは，収入の減少で

ある。すなわち，金融危機の影響で参加者および，

外部団体からの補助金が減少することが予想され

た。そのため，キャンセル対策（申込だけを申請

し，参加費を払わない）を講じ，また企業からの協

賛金を積極的に行った。特に協賛金の確保におい

て，日揮の猪俣様に大変ご協力していただき，感謝

したい。最終的な収入は約 2,800万円となり，また

印刷費，飲みもの，Tシャツなどネットを活用し支

出削減を努めた結果，約 385万円の黒字となった。

ゼオライト学会国際交流基金から300万円を準備金

としていただいていることを考慮すると，実質約

85万円の黒字である。今回，金融危機の影響で参

加者の減少を予想し，なるべく多くの方に参加して
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図4 エクスカーションの様子



もらうため，前回に比べ登録費を多少値下げした。

なお，この値下げに関しては，参加者の参加増につ

ながるかその有効性に疑問は残ったが，実行委員会

で慎重に議論した結果，値下げを行い，結果的に参

加者増につながった。しかし，on siteで登録した参

加者が36人おり，約230万円の収入増に結びついた

こと，また経費削減に努めたことが黒字の要因であ

り，実際に収支が赤字になる可能性もあった。その

ため，経済状況などを鑑みて，参加費の決定は慎重

に行うことが好ましい。

なお，厳しい経済状況のなかで，井上科学振興財

団助成金，泉科学技術振興財団，日本化学会中国四

国支部，アジレント・テクノロジー（株），旭化成ケ

ミカルズ（株），千代田化工建設（株），クラリアント

触媒（株），日揮（株），三菱化学（株），三菱レイヨン

（株），日新精器（株），新東北化学工業（株），住友化

学（株）からは大変貴重な補助をいただいた。ここに

深く感謝する。また，ブース出展していただいた，

日本ベル（株），（株）ヒロ，スペクトリス（株）マル

バーン事業部，（株）菱化システム，セイケムアジ

ア，（株）島津製作所，日揮触媒化成（株），太陽化学

（株），東ソー（株）にも感謝する（図7）。
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図5 バンケットの様子

図6 スチューデントパーティの様子



おわりに

以上，ZMPC2012の概要を述べた。学会会期中

にはIABと組織委員に出席いただき，ランチョン

ミーティングを実施し，開催・運営についてさまざ

まなアドバイスをいただいたので，以下に記載す

る。次回開催における検討課題としていただければ

と思う。

・発表の質は十分高い，アレンジ，scientificプロ

グラムは非常によかった。

・フロアーからの質問が少ない。座長の人選はよい

が，座長に口火を切ってもらうとよい。

・ポスターのショートプレゼンテーション，若い研

究者向けの賞も検討に値する。

・正式な行事が多すぎるとの感想もあった。

・過去の有力な参加者のコメント，感想を宣伝に使

えないか，との示唆もいただいた。

最後になりましたが，助成をいただきました財団

ならびにスポンサーとなっていただきました関係各

社，IAB・組織委員の皆様，プレシンポジウムの

オーガナイザーの皆様，そして実際の運営に際しご

尽力いただいた現地スタッフの皆様（広大：都留稔

了，吉岡朋久，金指正言，長澤寛規，片桐清文，定

金正洋，井出裕介，小河脩平，佐野研究室，都留研

究室，犬丸研究室の学生の各氏）に，この場を借り

て感謝する。
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図7 スポンサーパネル


